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学校の窓から
令和２年５月２６日号

通算３カ月にも及ぶ臨時休業がようやく終了し、学校が再開できることになりました。今週は引き

続き分散登校ですが、来週から学級のみんながそろって学校生活を送ることができるということで、

子どもたちの表情も明るくなってきたように思います。保護者・ご家族の皆様は、長い臨時休業中の

健康管理や学習・生活習慣の維持等にかなりご苦労されたことと思います。ありがとうございました。

大切な子どもたちを感染症から守るために、学校では次のことを実施していきます。限られた施設

・設備の中でもできるだけのことをしようと思っています。中には保護者・ご家族の皆様のご協力が

必要なこともあります。教職員と保護者・ご家族の皆様と一体となって取り組むことが、子どもの安

全・安心を守ることになりますので、よろしくお願いいたします。

＜朝の健康観察＞

ご家庭では朝の検温・健康状況確認・連絡表への記録、マスク・ハ

ンカチ・ティシュの携行をよろしくお願いします。これらは「新しい

生活様式」として子どもに身に付けさせたい習慣です。また、健康状

況を確認した際に、発熱やだるさ、のどの痛み等の症状があるときに

は、大事をとって学校を休ませてください。この場合は「出席停止」

として扱うので欠席にはなりません。これは学校内の感染リスクを少

なくするための前提となりますので、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。

＜手洗い・手指消毒＞

石鹸を使った手洗いは感染防止策の基本です。本校ではこの機会

にポンプ式液体石鹸を各水道に設置しました。（経費の一部はＰＴ

Ａ予算から支出していただきます）手洗いの意味や方法については、

今までも指導してきましたが。今後も状況を見て指導を継続したい

と思います。また、こまめに手指消毒ができるように、消毒用アル

コールを昇降口や教室、トイレ等に設置しました。保護者の皆様も

来校される際は、玄関・昇降口で手指消毒をしてください。

＜教室の席の距離＞

「１～２ｍのソーシャルディスタンス」と言われていますが、教室

では何とか１ｍを確保できる状態です。左の写真は、児童数が一番

多い教室(31名)の様子です。子どもの顔と顔の間は１ｍ９ｃｍ程で

す。教室では全員マスクを着用し、窓・戸を２カ所開けて空気が流

れるようにしているので、感染リスクは低く保つことができると思

います。グループ活動は時間を区切って行います。給食もこの席の

ままで食べることになります。


